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【教育目標】

＜令和３年重点教育目標＞ 『やる気スイッチ ON! 花園の子』

花園小学校HP http://www.otaru.ed.jp/hanazono-ps/

『前期・保護者アンケートの結果から』 校長 木村 俊夫

子どもたちの学校生活を、生き生きと楽しいものにするために、貴重なご意見やご要望、あるいは励

ましの言葉等をいただきました。感謝申し上げます。

お子さんの様子や保護者の方々の学校教育に対する期待やお考えに対し、いろいろなご意見があるこ

とから全てに応えていくことはできませんが、教職員一同でしっかりと認識し、子どもたちのための更

なる改善の参考にするとともに、有効に活用したいと思います。

＜アンケート結果の概要グラフは、本校ホームページでも公開しています。＞

◆学校生活を楽しんでいる。 ◆あいさつや言葉遣いなど、礼儀が身についてい

る。

◆学習内容が分かり、基礎的な学力が身について

いる。

◆家庭での学習習慣や読書習慣が身についてい

る。

◆ルールを守って行動する、健康や安全に気をつ

けるなど、正しく考え、判断する力がついて

きている。

◆学校は、子どもに分かりやすい授業を工夫して

いる。



◆学校は、子どもの良さやがんばりを的確にとら

え、認めてくれている。

◆学校は、学校だより、学級通信、学校 HP、安

心メール等で情報発信を適切に行っている。

◆学校は、子どもの安全確保・健康管理のための

取組を十分に行っている。（新型コロナウイル

ス感染防止対策や感染防止指導を含む）

＜皆様から寄せられたご意見について＞

【新型コロナウイルス感染症の対策などについて】

・オンライン授業の準備、緊急事態宣言下の下校時間繰り上げ、教室内の児童数による「密」の発生、

学校行事の開催の是非・日程変更や内容変更などに関するご意見やご要望をいただきました。

▲

感染防止対策のため、予定していた学校行事（体育発表会、修学旅行、宿泊研修、遠足…）や授

業内容（校外学習、音楽、家庭科…）、クラブ活動などが大きく変更せざるを得ない教育活動とな

りました。感染症対策が大前提となるため、様々な制限が多い中で、子どもたちの学校生活を充

実させるために、これからも教育委員会等からの様々な通知や通達を踏まえ、近隣校の情報も収

集しながら、花園小学校の教育活動を進めていきたいと思います。

【教育活動・学習・その他について】

・担任の指導方針や懇談、授業参観の実施、学習に対する個別指導、スクールゾーン

の交通規制、保護者向け文書のデジタル化…などに関するご意見が寄せられました。

▲
感染症対策の関係から、本校で大切にしている異学年活動がなかなか予定通りに

できない状態が続いています。授業参観などを含め、今後、子どもたちへの取組

の様子や状況を共有するために、学校と家庭、担任と保護者の連携・連絡を一層、

大切にしていきたいと思います。

＜すららドリル＞の活用がはじまります

『すららどりる』は、クロームブックで使用する「クラ

ウド型ｅラーニングシステム」です。小樽市教育委員会で

は、９月末から経済産業省からの補助金を活用して、児童

に費用負担がなく、使用できるようになりました。児童個

々に応じた復習を中心とした学習をする予定です。

今後、各学級でクロームブックを使って、ログインや学習場面の基本操作を練習します。１０月～

１１月には、週一度程度、家庭にクロームブックを持ち帰り、家庭でも自宅学習に使ってみる予定です。

（冬休み期間には、夏休み同様に、市内小中学校ではクロームブックの持ち帰りを予定しています）

★令和４年３月までは無料で使用が可能です。★

★ 《おたるスマート７》 まず持とう マナーとブレーキ 心のタイマー ★


